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５-１-７ 調査終了後の事業広報（鼎談企画） 

 本事業の効果を県内外全域に波及させるため、本調査結果を踏まえた同郷諸団体関係者

間の意見交換（鼎談）の場を設け、令和 7 年 3 月 13 日付け南日本新聞朝刊及び同デジタ

ル版で周知を図った。概要を下記に示す。 

 

 狙い 

 本調査において明らかになった同郷諸団体への期待や役割を紹介する一方、

活動上の課題等を関係者間で共有し、県内外の関係者に広く周知すること

で、関係人口創出への機運を高める。 

 鼎談主題   「ソトから見たカゴシマとその未来」（仮） 

 鼎談実施日  2025 年 2 月 7 日 金曜日 14 時～15 時 

 鼎談方式   デジタル会議システム「zoom」によるオンライン形式 

 登壇者 

 関東鹿児島県県人会連合会 坂元 隆也（さかもと・たかや）会長 

 関西鹿児島県県人会総連合会 稲盛 豊実（いなもり・とよみ）会長 

 福岡鹿児島県人会（福岡南洲会） 西谷 和武 （にしたに・かずたけ）会長 

 コーディネーター 南日本新聞社論説副委員長  門田 夫佐子 

 紙面スペース   全 7 段 カラー（予定） 
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図 5-1-7 関東、関西、福岡県の県人会連合組織の代表者による鼎談を伝える 

令和 7 年 3 月 13 日付け南日本新聞朝刊 11 ページ 

 

  


